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様式第４号（第 11項関係）  

 

   西脇市審議会等の会議の記録  

 

審議会等の名称  第 17回  西脇市子ども・子育て会議  

開催日時  
令和元年５月 31日（月）  

午後１時 30分から３時まで  

開催場所  播磨内陸生活文化総合センター  多目的研修室  

出席委員の  

氏名又は人数  
12名  

欠席委員の  

氏名又は人数  
５名  

出席職員の職・  

氏名又は人数  
事務局８名  

公開・非公開  

の別  
公開  

非公開の理由   

傍聴人の数  １名  

議題又は  

協議事項  

１  （ 仮 称 ） 西 脇 市 こ ど も の 笑 顔 を は ぐ く む 条

例 （ 案 ） に 係 る パ ブ リ ッ ク ・ コ メ ン ト に つ い

て  

２  第 ２ 期 西 脇 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画

について  

⑴   西脇市子ども・子育て支援に関する現状

と課題の分析報告  

⑵   第２期西脇市子ども・子育て支援事業計

画体系骨子（案）  

３  その他  

会議の記録（概要）  

発言者   

 議 事 １ （ 仮 称 ） 西 脇 市 こ ど も の 笑 顔 を は ぐ く む 条

例、 （旧 こど も 条 例と 言っ てい ま し た、 ）に 係る パブ

リッ ク・ コメ ン ト につ いて 事務 局 か ら説 明を お願 いし

ます。  

 

 （【資料１ -１、１ -２】に基づき説明）  

 

会長  

 

 

 

 

事務局  
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事務局  

 

会長  

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 前 回の 皆さ ん の ご意 見を 踏ま え て この よう に改 善さ

れま した が、 こ の こと につ いて ご 質 問、 確認 し た いこ

となどありますでしょうか。  

 

 解 説の とこ ろ で すが 、例 えば ４ ペ ージ の２ 行目 に第

１号 関係 と書 い て いま すが 、６ ペ ー ジか らは 第１ 項関

係と書いてあります。何か違いがあるのでしょうか。  

 

今の ご 指 摘で す が 、 条 文 の ⑴、 ⑵ 、 ⑶ と な っ てい る

もの につ いて は 、 条文 構成 上、 第 １ 号、 第２ 号、 第３

号 と し て い ま す 。 そ れ か ら 、 条 文 の 最 初 は 「 １ 」 が

入っ てい ない の で すが 、そ れを 第 １ 項、 「２ 」と 入っ

てい る部 分を 第 ２ 項と 表現 する こ と にな って いま すの

で、そのように表記しています。  

 

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に あ り ま す で し ょ う

か。 後に なっ て も 結構 です ので 、 何 かご 意見 をい ただ

ければと思います。  

それ で は 次に 議 事 ２第 ２ 期 西脇 市 子 ども ・ 子 育て 支

援 事 業 計 画 に つ い て 、 事 務 局 か ら 説 明 を お 願 い し ま

す。  

 

（【資料２】に基づき説明）  

 

 （【資料３ -１、３ -２】に基づき説明）  

 

ただ 今 の 説明 に つ いて ご 質 問や 確 認 した い こ とが あ

りましたら、ご発言よろしくお願いします。  

資料 が 膨 大で 、 こ の説 明 で 全て 分 か った ぞ と いう こ

と で は な い と 思 い ま す の で 、 ど ん な こ と で も 結 構 で

す。  

 

資 料 ３ -１ の 「 ④ 次 期 計 画 の 体 系 骨 子 （ 案 ） 」 で 、

「２ -⑵子どもと親が学び、育ち合う環境づくり」とい

う の は 、 例 え ば 今 、 具 体 的 に ど ん な 考 え を お 持 ち で

しょ うか 。環 境 整 備や 子ど もを 守 る あた りは 強調 して

いる と思 いま す が 、当 事者 の子 ど も 自身 が学 び、 自 尊

感情 を育 てて い く こと がと ても 私 は 必要 と思 って いま

す。 そう いう 精 神 的と いう か、 そ の こと を学 ぶ方 法を
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委員  

 

 

 

 

 

会長  

 

委員  

 

具体的に考えられたらと思います。  

ちな み に 私は 子 ど もの 人 権 教育 の 民 間活 動 を した こ

とが あり まし て 、 保護 者に もあ ら か じめ 同じ こと を学

んで もら った の で すが 、 も っと 早 く から 人権 に関 する

こ と を 分 か り や す く 具 体 的 に 学 ぶ 機 会 が あ っ た ら 良

かっ たと いう 声 を よく 聞き まし た 。 いく ら環 境が 整っ

てい ても 、人 権 に 関す る考 え方 が あ まり 変わ って いな

いと 、ど うし て も 守る 一辺 倒 。 子 ど もは 弱く て何 もで

きな いみ たい な 考 え方 を、 大人 が 上 から 目線 で接 して

しま わな いか と 思 って いて 、い く ら 環境 や設 備が 整っ

てい ても 、そ ん な 姿勢 で子 ども を 見 てい たら 、折 角 の

施策が半減してしまうのではないでしょうか。  

 

あり が と うご ざ い ます 。 な かな か 行 政だ け で その よ

うな 取り 組み を 行 って いく のは 難 し いだ ろう と思 って

います。  

今、 地 域 のＮ Ｐ Ｏ や ボ ラ ン ティ ア グ ルー プ な ど、 い

ろん なと ころ で そ うい う学 び な ど を して いた だい てい

ます 。そ れか ら 教 育委 員会 が行 っ て いる トラ イ や る・

ウィ ーク につ い て も、 子ど もた ち が 事業 者の 協力 を得

て体 験を 学習 し て いく よう な事 業 の １つ にな るの では

ない かと 考え て い ます が、 次回 の 会 議で 、 施 策の 部分

につ いて はま た ご 相談 やご 提案 を 申 し上 げな がら 、考

えていきますのでよろしくお願いします。  

 

はい。お願いします。  

 

他、ありませんか。  

 

私も 先 ほ どの 委 員 にす ご く 共感 す る ので す が 、 子 育

ては 、子 ども が 自 立し て一 人前 に な って 、ま た社 会で

貢 献 し て い く よ う に 、 与 え る ば か り で は な く 、 ど う

やっ てそ の 自 立 を 目指 して いく か を 考え ない とい けな

いのではないかと思いました。  

 

ありがとうございます。他は。  

 

資料３ -１の骨子案に書いてあります、「見直しの視

点」 の「 ②国 や 県 ・市 の動 向・ 方 向 性」 で、 県の 推進
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方策 に「 若者 の 自 立支 援に よる 未 来 の親 づく り」 があ

りま すが 、 市 で は 、こ この 条例 で は なく て他 の条 例で

触れているのですか。  

 

どうですか。  

 

こど も 条 例の 中 で も、 第 12条に 「 支 援の 必 要 な こ ど

もや 子育 て家 庭 へ の取 組」 のこ と を 入れ てい ます 。自

立支 援 や 発達 支 援 も含 まれ てま す が 、県 で定 めて あ る

のは 、そ うい う 狭 い意 味で のも の で はな く、 もっ と広

い意 味で の取 組 か と思 われ ます の で 、そ の部 分に つい

て も 今 後 施 策 を 決 め て い く 中 で 検 討 し た い と 思 い ま

す。  

 

自立 支 援 のこ と も ３人 の 委 員の 方 か ら出 て い ます の

で 、 目 玉 の １ つ と し て 入 れ て い た だ け た ら と 思 い ま

す。  

 

育児 休 業 の取 得 率 は 女 性 の 方は 伸 び て、 男 性 は低 い

と言われたのですが、育児休業は男女共に 100％を目指

すべ きも ので あ っ て、 育児 休業 を 取 れな い企 業も もち

ろん ある ので し ょ うけ ど、 啓発 ・ 広 報を して 育児 休業

の推 進を 図れ る の かと 。育 児休 業 を 取れ ない なら ば取

れ な い な り に 、 育 児 時 間 を 取 る な ど 労 働 基 準 法 で 定

まっ てい るし 就 業 規則 で決 まっ て い るわ けで すか ら、

時間 で 休 暇を 取 る とか して 、お 父 さ んで もお 母さ んで

も、 ちょ っと ミ ル クあ げに いく と か 。 男 性も 女性 も育

児に 参加 する の に 、啓 発・ 広報 し か 方法 がな いの かも

しれませんけど、そうではない気もします。  

例え ば 妊 娠中 の お 母さ ん を お呼 び し て、 実 際 に本 当

の赤 ちゃ んを 抱 っ こし てみ ると 愛 着 が持 てる でし ょう

し、いろんな手立てはあるのかなと。  

こど も 園 では ト ラ イや る の 子ど も た ちに ミ ル クを あ

げて もら った り 、 ０歳 の子 のお し め 替え を体 験し たり

して もら って い ま す 。 自立 支援 の こ とも そう です が、

育児 休業 の説 明 で 、伸 びて いる か ら いい とは 言っ てい

なか った ので す が 、伸 びが 男性 の 方 が少 ない から そっ

ちの 方は 問題 だ と いう 報告 と 私 は 受 け取 りま した 。 ど

ちら も問 題で 、 女 性が ８割 だろ う が ９割 だろ うが 、ま
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委員  

だ１ 割足 りな い と 私は 思う ので 、 も っと 育児 に参 加す

べき だと 、育 児 に 参加 でき るよ う な 環境 をつ くる べき

だと私は思います。  

 

とて も 重 要な 視 点 だと 思 い ます 。 具 体的 な こ とに つ

い て は 、 次 回 以 降 の 会 議 で 内 容 を 検 討 し て い き ま す

が、 その 視点 も 大 切 だ と思 いま す 。 事務 局は 持ち 帰っ

て検討して、次回に提案をよろしくお願いします。  

他意見はありますか。  

 

④骨 子 の 「４ 子 ど もを 守 る 仕組 み づ くり 」 で すが 、

西脇 は本 当に 見 守 り隊 がす ごく よ く でき てい ます が、

資料３ -１の「子どもを守る仕組みづくり」では、特別

なと ころ に焦 点 が 当た って いる 気 が しま す。 もっ と広

く一 般に 生活 し て いる 子ど もを 普 通 に守 る仕 組み づく

り は 、 こ の 場 合 関 係 な い の か な と 思 い ま し た 。 私 達

は、 子ど もを 守 る とは すべ ての 西 脇 市民 の子 ども を守

るこ とだ った の で 、そ こが 市民 感 覚 でい くと 少な いと

思いました。  

 

もっ と も なご 意 見 です 。 「 ４子 ど も を守 る 仕 組み づ

くり 」で は、 い わ ゆる 虐待 など の 特 別な 支援 のこ とと

して いま す。 そ れ を防 ぐ な どの 取 組 が、 「２ 地域 社会

にお ける 子ど も ・ 子育 て支 援の 充 実 」と いう 、「 ⑷子

ども の安 全と 安 心 の確 保 」 で、 今 、 委員 がお っし ゃっ

たよ うに 、見 守 り の取 組の よう な も のを 想定 して 、施

策として実現していきたいと考えています。  

 

「２ ⑷ 子 ども の 安 全と 安 心 の確 保 」 に入 っ て くる と

いうことですね。  

 

そのとおりです。  

 

本当 に 事 件が 続 い てい る の で、 何 か でき る か なと い

う思 いで 、最 初 に 冒頭 の挨 拶で さ れ てい まし たが 、や

はり 地域 の見 守 り 力、 地域 の解 決 力 が大 切 だ と思 いま

すので、そのこともお願いしたいと思います。  

 

先ほ ど も おっ し ゃ った よ う に「 ⑷ 子 ども の 安 全と 安
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委員  

心の 確保 」で 、 ち ょっ と前 から 個 人 的に 気に なっ て い

るこ とが あっ た の です が、 この 案 と はま た別 件に なる

かも しれ ませ ん が 、地 域で 不審 者 が 出た とい う情 報を

防 災 無 線 で 発 信 し て い る の を 聞 い た こ と が あ り ま せ

ん 。 不 審 者 に 遭 っ た 子 ど も が 親 に 言 っ て そ の 親 で 止

まっ てい るの か 、 親が 学校 に言 っ た けど 学校 で止 まっ

てい るの か、 警 察 まで 言っ てい る け ど警 察で 止ま って

市民 には 広ま っ て いな いの か、 ど う なの でし ょう か。

そう いう 不審 者 情 報や こう いう 事 が あっ たと いう 情報

は共 有で きた 方 が 、親 とし ては 小 学 生高 学年 で１ 人で

遊び に行 かせ た り して いる ので 、 遊 びに 行っ てい る辺

りで 不審 者が 出 た とか は知 らせ た 方 が 、 何か あっ たと

きに 対応 でき る か と思 いま す。 そ う いう 情報 が学 校で

も、 知っ てい る 先 生と 知ら ない 先 生 もい るこ とが あっ

て、 この 間ど こ ど こで 車で 追っ か け られ た子 がい るか

ら気 をつ けな さ い ねと いう 話を し た クラ スの 先生 もい

れば 、そ んな こ と を聞 いて いな い と いう クラ スも あっ

たり する みた い で 、そ のこ とを 全 体 で共 有で きる よう

なシ ステ ムづ く り をし ても らえ た ら 、ち ょっ とで も安

心で きる かと 思 い ます 。そ うい う の は防 災無 線で は流

れないのですか。  

 

西脇 防 災 ネッ ト が あり ま し て、 全 て の情 報 を 流し て

いる とこ ろま で い って いな いの で 、 防災 とも 連携 して

いきたいと思います。  

私の 記 憶 の中 で は 青少 年 セ ンタ ー か らそ う い う情 報

も各 学校 に流 し て いま した ので 、 再 度徹 底す るよ うに

します。  

 

一応 、 青 少年 セ ン ター か ら 学校 に は そう い う 情報 が

来ま す。 学校 は そ の情 報を 受け て 、 自分 の地 区の こと

だっ たら みん な に 知ら せる とか 、 多 可町 など の情 報も

入っ て来 るの で 、 気を つけ ない と い けな いよ うな こと

につ いて は、 情 報 を共 有す るこ と は 各学 校で やっ てい

ます。  

 

そうなのですね。  

 

まだ そ れ が保 護 者 のと こ ろ まで に は 伝わ っ て い な い
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ことがあります。  

 

来て い な い と 思 い ます 。 朝 陸上 に 行 って い る 高学 年

の女 の子 が集 団 登 校で はな くて 早 い 時間 に１ 人で 歩い

て行 って いま し た 。朝 早く 冬の ６ 時 半で 暗い 時期 に、

車の 中か ら声 を か けら れて つけ ま わ され たと か、 低学

年の 男の 子が 軽 ト ラッ ク に 乗っ た 男 の人 に追 っか け回

され たみ たい な こ とを 聞い たこ と が ある のだ けど 、そ

れを 学校 側か ら 聞 くわ けで もな く 、 こん なこ とが あっ

た、 でも その 後 ど うな った かが 分 か らな いみ たい な感

じで 、保 護者 の 中 で話 が終 わっ て し まっ てい るこ とが

多い ので 、そ う い う不 審者 情報 は で きた ら周 知し てい

ただけるようにしてもらえたらいいかなと思います。  

 

シス テ ム かネ ッ ト ワー ク か どこ か が 根詰 ま り した の

かもしれませんね。  

 

防災 ネ ッ トの 方 も 皆さ ん ご 存知 の よ うに 、 警 報で あ

ると か、 内容 が ３ つく らい あり ま し て、 そこ に不 審者

情報 とか 安全 安 心 であ ると か、 気 象 警報 とか に分 かれ

てい まし て、 気 象 の方 は登 録し て い る方 が非 常に 多い

ですが、そこらも再度防災と調整します。  

 

ありがとうございます。他に意見ありませんか。  

 

父親 の 育 児参 加 に つい て 、 日本 社 会 では そ の よう に

少し ずつ 考え 方 が 変わ って きて い ま すが 、 実 際に する

とな ると なか な か 難し いと 思い ま す 。文 化的 なこ とも

ある し、 お年 寄 り の世 代か らず っ と 男の 人が 働く こと

がメ イ ン にな っ て いる ので 、父 親 の 育児 参加 がも っと

当た り前 とい う か 、夫 婦で 育て て い くこ とが もっ と浸

透し たら よい と 思 って いる のと 、 大 きな 町に 比べ ると

西脇 は田 舎で 、 地 元の 方が 多い の で うま く浸 透し たら

よいと個人的に感じました。  

 

他の委員、どうですか。  

 

先ほ ど 話 に出 て い まし た が 、最 近 心 の痛 む 事 件が 続

く中 で、 今は 市 の 子ど もた ちの こ と で考 える と、 一番
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気 に な っ た の は 子 ど も の 安 全 と 安 心 を 確 保 す る 部 分

で 、 い わ ゆ る ハ ー ド 面 と い う か 街 灯 で す 。 田 舎 な の

で 、 高 校 生 と か は 帰 っ て く る 道 も 街 灯 が 少 な か っ た

り 、 国 道 の す れ す れ の 道 で ガ ー ド レ ー ル も な い 所 を

通っ てい るの で 、 今の 話を 聞き な が らい ろん な悲 しい

交通 事故 に巻 き 込 まれ たり を考 え る と、 街灯 を増 やし

てほしいと思います。それは違う分野になりますか。  

 

担当 す る 窓口 は 建 設 部 局 に なり ま す が、 関 係 課を 巻

き込 みな がら 進 め てい けた らと 思 い ます 。子 ども の安

全と 安心 を確 保 す るこ とに もち ろ ん 交通 安全 の設 備も

想 定 し て い ま す の で 、 そ の よ う に 考 え た い と 思 い ま

す。  

 

子ど も に 関す る こ とは 全 部 ここ に 挙 げて し ま うく ら

いの 気持 ちで 上 げ て ご 意見 をお 願 い しま す 。 あり がと

うございました。他にありませんでしょうか。  

 

切れ 目 の ない 子 育 て支 援 で すが 、 例 えば 妊 娠 ・出 産

とあ ると 思い ま す が、 言い 出せ な い 方に 行政 から 差し

伸べ て、 困っ て い る人 に声 をか け ら れる よう なこ とを

しな けれ ば、 や は り連 絡が いっ て い るけ れど もそ のま

まと いう 感じ だ と 、そ のま まそ の 人 が困 って いる 状態

でず っと うま く い かな いと 思う の で 、こ うい う体 制を

作っ たら 、連 絡 し てい るも のが そ の まま きち んと 対応

して くれ てい る の かど うか を、 確 認 して 対応 して もら

えたらうれしいと思います。  

 

ありがとうございます。他には。  

 

具体 的 に は計 画 の 細か い 取 組に つ い ては 、 次 回以 降

とい うこ とで す が 、先 ほど から 防 犯 やい ろん な話 が出

てき てい る中 で 、 地域 が一 番大 切 だ とお 話し され てい

ます が、 やは り 自 分が この 歳に な っ て、 地域 でい ろん

な大 人か ら注 意 を して もら って 育 っ た環 境と 、自 分は

子育 てを 終え よ う とし てい る中 で 子 ども たち に関 わっ

た様 子で 言う と 、 やは り人 間関 係 が 段々 希薄 にな って

いる なと 。 子 ど も 会が 無く なっ て い る所 があ った り、

老人 会で すら 逆 に ない 所も あっ た り する こと もあ るよ
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うな ので 、具 体 的 に地 域で 子ど も を 支え るこ との 難し

さ、 組織 とい う も のが あっ てご く 自 然に 地域 の子 ども

たち を地 域で 育 て るこ とは 理想 で す が、 怒っ てみ たら

と 思 う け ど も や は り 、 よ そ の 子 を 怒 れ な い こ と も あ

り、 それ は実 際 メ ンタ ルな 部分 で そ のよ うな 子ど もた

ちに 関わ る大 人 の いろ んな 競争 教 育 なの か も 分か らな

いけ ど、 それ は 自 然に でき るよ う な 環境 づく りが 一番

大切 では ない か と 思う ので すけ ど 、 なか なか そこ が欠

如してきているのが心配と思います。  

 

他にありませんか。  

 

いろ い ろ な家 庭 が あり ま す 。学 校 で 子ど も を 見て い

ても 、 保 護者 が も っと 頑張 って よ と いう こと もあ りま

すし 、保 護者 の 中 でも 悩ん でい る よ うな とこ ろ も あり

ます 。子 ども は 子 ども で頑 張っ て い るの だけ ど、 なか

なか 家庭 の方 が 子 ども を見 きれ て い ない こと が実 際に

あっ て、 そこ の 手 立て がな かな か 学 校だ けで は難 し い

とこ ろが あり ま す 。 関 係機 関に 声 を かけ ます が保 護者

が分 かり まし た と 言っ て子 ども に 愛 情を 注ぐ かと 言う

と、 なか なか 難 し いと ころ があ っ て 、 愛 着障 害の 子ど

もも 結構 いた り し ます 。 学 校と し て もな かな か難 しい

家庭 や保 護者 が あ った りす るこ と も あり 、で きる だけ

関係機関と連携を取っていきたいと思っています。  

 

この 間 の 川崎 市 の 事件 で 、 何十 年 も 経っ て か ら今 あ

あい う事 件を 起 こ すよ うな 状態 に な って 、そ の犯 人だ

けが 悪い わけ で は ない のか なと ニ ュ ース を見 て感 じま

した。その成長過程が大事だと思いました。  

それ と 子 ども を 守 る仕 組 み づく り の とこ ろ で すが 、

夫が 警察 の父 母 の 会に 入っ てい ま す が、 警察 から 連絡

が あ っ て 、 登 下 校 の 見 守 り を し て ほ し い と の 要 請 が

あっ たの です が 、 警察 もい ろい ろ 動 いて いた だい てい

る の で 、 見 守 り の 目 は 広 が っ て い る の で は な い か と

思っています。  

 

やは り 子 ども の 安 全の 部 分 でこ れ だ け ご 意 見 があ る

ので 、そ の辺 を 重 点的 に 取 り組 ん で いた だき たい と思

います。  
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私 が 昨 年 度 ま で 関 わ っ て い た 子 育 て 支 援 の と こ ろ

は、 例え ば子 育 て 支援 セン ター に 来 る人 は、 そん なに

支援 を必 要と し て いる 人で はな い か もし れま せん 。本

当に 必要 な人 は 来 てい なか った り す るの で、 その 人た

ちに 対し ても 、 例 えば 基本 目標 の １ ⑵に 情報 の発 信が

あり ます が、 い く ら発 信し ても 受 け 取る 力が 非常 に弱

い人 たち に対 し て も、 受け 取れ る よ うな かた ちで の発

信の 仕方 も考 え て いく 必要 があ る の では ない です か。

例え ば外 国籍 の 方 や日 本語 がう ま く 通じ ない 方、 ある

いは 経済 的な 理 由 でス マホ を持 っ て いな いと かい ろん

な方 がい ると 思 い ます ので 、隅 々 ま で行 き届 く支 援が

いると思います。  

 

あり が と うご ざ い ます 。 皆 さん 大 体 意見 は 出 まし た

でしょうか。ありがとうございました。  

 

それ で は 最後 の 議 題に 入 り た い と 思 いま す 。 その 他

として事務局から何かありませんでしょうか。  

 

（次回会議日程の説明）  

 

あり が と うご ざ い まし た 。 以上 を も ちま し て 、本 日

の会議を終了いたします。ありがとうございました。  

 

問合せ先  西脇市福祉部こども福祉課  

電話： 0795-22-3111（代）  

 


